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新中期経営計画策定に関するお知らせ 

 

 

当社は、グループの企業理念、ビジョン、ミッションを明確にするとともに、グローバルオペレー

ションを強化・拡大した2013年６月期を最終年度とする３か年の新中期経営計画を策定いたしました

ので、下記の通りお知らせいたします。 

 

記 

 

１．ミヤチグループの企業理念、ビジョン、ミッション 

■企業理念 

 人に優しい豊かな価値を創造し、世界の人々の生活・文化の発展に貢献する企業集団をめざし

ます。 

■ビジョン 

 革新的な技術、製品開発に挑戦し、創造し続けます。 

 お客様に製品、サービスをグローバルに提供する体制を追求し、創造し続けます。 

 お客様、株主の皆様、従業員そして社会の幸せを追求し続けます。 

 限りある資源とエネルギーを大切にし、地球環境を守ります。 

■ミッション 

 お客様を中心に考えて行動します。 

 お客様によりご満足頂ける品質、価格、納期、性能、機能の製品とサービスを提供し続けるた

めに、最大の努力と最高の技術、製品開発をし続けます。 

 利益を追求し、会社を成長させ、社会に貢献し続けます。 

 常に自己革新を怠らず、限りなく前進します。 

 常に先端技術を駆使し、環境に配慮した製品を提供し、人と自然に優しい社会の実現に貢献し

続けます。 

 

２．新中期経営計画の基本方針 

 ミヤチグループは主にアジア及び新興国への地域戦略、新産業・新用途への製品戦略に経営資源

を集中します。これら「新市場への挑戦」を推進し、グローバル規模での業績拡大、更なる収益性

の向上を目指していきます。 

 

３．新中期経営計画の戦略 

（１）アジア・新興国への事業拡大 

経済発展が著しいアジア地域に対して競合企業に先んじて市場を開拓し、ミヤチブランドを

確固たるものに育てます。特に中国、韓国、タイの３地域を重点地域ととらえ、販売拠点の増

強、生産工場の拡充・新設など地域特性に合わせて経営資源を集中投入します。 
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（２）成長産業・成長分野への浸透 

今後の経済成長をけん引すると予想される産業・用途において、ミヤチグループが得意とす

る微細溶接・加工アプリケーションを浸透させることで、持続的な成長を目指します。環境保

全や健康維持・増進にまつわる市場の拡大によって広がる新たな用途に柔軟に対応します。 

 

（３）製品戦略に基づく商品市場投入 

ミヤチグループの強みである「レーザ溶接・加工＋精密抵抗溶接＋システム」のトータルソ

リューションに磨きをかけ、お客様の生産技術革新に貢献します。高品質な製品を開発し、タ

イムリーな市場投入をすることでお客様の「ものづくりニーズ」にいち早く対応します。 

 

（４）グローバルな開発・生産・サービス体制の強化、最適化 

ものづくりの現場は中国から東南アジア、インドまで広がりを見せています。ミヤチグルー

プのグローバルな開発、生産、販売、サービスのネットワーク強化・最適化を推進し、お客様

へのサポート体制の充実によりストックビジネスを拡大していきます。 

 

４．経営数値目標 

 新中期経営計画の最終年度において、下記の目標数値の達成を目指します。 

①売上高   300億円 

②売上高営業利益率  10％ 

 

数値目標 

（金額単位：百万円）  

実績 新 中 期 経 営 計 画 
 

2010年６月期 2011年６月期 2012年６月期 2013年６月期 

売 上 高 19,592 21,000 25,000 30,000 

営 業 利 益 269 800 1,500 3,000 

（％） 1.4 3.8 6.0 10.0 

当期純利益 73 380 870 1,890 

 

５．株主還元 

配当性向25％を基本的指針とします。 

配当性向については開発投資に売上高比約８％を確保し、今後の投資を考慮した内部留保を勘案

しております。さらにバランスシートの改善のためデット・エクイティ・レシオ0.3倍を目標とし

た指針です。 

 

 

以 上 

（注）上記業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実際の業績は今後

様々な要因によって予想値と異なる場合があります。 


